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令和３年８月２６日 
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運輸安全委員会は、令和２年８月２８日、東北エアサービス株式会社所属ユーロコプター式Ａ

Ｓ３３２Ｌ１型ＪＡ３３２Ｔが、物資を吊り下げて輸送中、荷下ろし場である新潟県長岡市の場

外離着陸場付近の草地に当該吊荷を落下させた航空重大インシデントについて、令和２年８月か

ら原因を究明するための調査を進めてきたところであるが、原因の分析及び再発防止策の検討の

ために、さらに一定の時間を要する状況である。このため、本件調査については、本重大インシ

デント発生日から一年以内に調査を終えることが困難であると見込まれる状況にあることから、

運輸安全委員会設置法第２５条第４項の規定に基づき、以下のとおり本調査の経過を報告する。 

 なお、本報告の内容については、今後、新しい情報の入手等により、修正されることがあり得

る。 

また、本調査は、本件航空重大インシデントに関し、運輸安全委員会設置法及び国際民間航空

条約第１３附属書に従い、運輸安全委員会により、航空事故及び事故に伴い発生した被害の原因

を究明し、事故等の防止及び被害の軽減に寄与することを目的として行われているものであり、

本重大インシデントの責任を問うために行われているものではない。 

 

１．航空重大インシデントの概要 

東北エアサービス株式会社所属ユーロコプター式ＡＳ３３２Ｌ１型ＪＡ３３２Ｔは、８月 

２８日０９時１７分に中越変電所場外離着陸場を離陸し、物資（撤去された鉄塔部材等約   

７９０kg）を吊り下げて輸送中、０９時５０分ごろ、荷下ろし場である同場外離着陸場付近の

草地に当該吊荷を落下させた。 

 

２．調査の概要 

本件は、航空法施行規則の一部を改正する省令（令２国土交通省令８８）による改正前の航

空法施行規則（昭２７運輸省令５６）第１６６条の４第１５号に規定された「機体の外に装着

した物件が意図せず落下した」に該当し、航空重大インシデントとして取り扱われることとな

ったものである。 

運輸安全委員会は、令和２年８月２８日、本重大インシデントの調査を担当する主管調査官

ほか２名の航空事故調査官を指名した。本調査には、重大インシデント機の設計・製造国であ

るフランス共和国の代表及び顧問が参加している。現時点までに関係者からの口述聴取、機外

つり下げシステムの詳細調査等を実施した。 



 

 
 

３．判明している主な事実情報 

（１）飛行の経過 

当該機は、物資輸送のため、０９時１７分に

中越変電所場外離着陸場を離陸した。同機は、

当日１０回目の輸送で、Ｎｏ.３鉄塔から同場

外離着陸場まで古い鉄塔部材を輸送するため、

部材が入ったモッコ２つを纏
まと

めたワイヤーの

吊り輪をフックに掛け、Ｎｏ.３鉄塔から同場

外離着陸場に向けて飛行を開始した。吊荷がフ

ックに掛けられた時に、地上作業員、機上作業

員及び乗務員によりフックのロック状態が確

認されていたが、荷下ろし場である同場外離着陸場の手前で突然フックが開き、吊荷が落

下した。 

 

 

 （２）死傷者 

なし 

 

（３）航空機の損壊 

なし 

 

（４）気象 

重大インシデント発生場所付近の天候は晴れ、ほぼ無風、飛行中の気流の乱れはなかっ 

図２ 重大インシデント発生場所 

 
 
 
 
 
 
 

図１ 重大インシデント機及びフック 



 

 
 

た。 

 

４．今後の調査 

  本重大インシデントの原因の究明及び事故等の再発防止策の検討のため、これまでの調査で

得られた情報を基に、フックが開いた時の状況等について、更なる事実確認や分析を行う必要

がある。 

   運輸安全委員会は、引き続き分析等によって得られた結果を踏まえて、本重大インシデント

の原因等調査を進める。また、原因関係者からの意見聴取及び調査参加国への意見照会を行う。 

 

 


